
社会医療法人慈薫会 河崎病院

医療安全管理指針

1-1 基本理念

医療の場では医療従事者の不注意が、単独であるいは重複したことによって、医療上望ましくない事

態を引き起こし、患者の安全を損なう結果となりかねない。患者の安全を確保するには、まず、われわ

れ医療従事者の不断の努力が求められる。さらに、日常診療の過程に幾つかのチェックポイントを設

けるなど、単独、あるいは重複の過ちが、医療事故というかたちで患者に実害を及ぼすことのないよう

な仕組みを院内に構築することも重要である。

本指針はこのような考え方のもとに、それぞれの医療従事者の個人レベルでの事故防止対策と、医療

施設全体の組織的な事故防止対策の二つの対策を推し進めることによって、医療事故を無くし、患

者が安心して安全な医療を受けられる環境を整えることを目標とする。当院においては病院長のリー

ダーシップのもと、全職員がそれぞれの立場からこの問題に取り組み、患者の安全を確保しつつ必要

な医療を提供していくものとし全職員の積極的な取り組みを要請する。

1-2 用語の定義

本指針で使用する主な用語の定義は以下の通りとする。

（1）医療事故（インシデント・アクシデント）

診療行為のみならず医療提供に関わるあらゆる過程において患者に発生した望ましくない事象のこと

（2）本院

社会医療法人慈薫会河崎病院

（3）職員

本院に勤務する医師、看護師、薬剤師、検査技師、事務職員等あらゆる職種を含む。

（4）上席者

当該職員の直上で管理的立場にある者。

（5）医療安全管理委員長

医療安全管理に必要な知識および技能を有する職員であって、病院長の任命により、本院全体の医

療安

全管理を中心的に担当する者。

（6）医療安全管理者

病院長の指名により選任され、本院全般にかかる医療安全対策の立案・実行・評価を含め、医療安

全管理のため組織横断的な活動を行なう者。



（7）医療安全管理委員会

医療安全管理委員より構成され、本院における医療安全対策を総合的に企画・実施する。

1-3 本指針について

（1）策定と変更

本指針は、医療安全管理委員会の会議を経て策定したものである。また、医療安全管理委員会の会

議を

経て、適宜変更するものである

（2）職員への周知

本指針に記載された各対策は、全職員の協力のもとに実現できるものであり、全職員が閲覧できるよ

うに

電子カルテ端末において、保管する。

（3）本指針の閲覧

職員は、患者との情報共有に努め、患者およびその家族等から本指針の閲覧の求めがあった場合に

は、

これに応じるものとする。また、本指針の閲覧については医療安全管理者が対応する。


